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「集合行為」としての商業集積における課題 : 目
黒通りのインテリアショップを事例に
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回調査時の 2004 年と比べて 8.1％も減少している。3 年間で小売店は実に 10 万 190 店も
                            



























MISC（「みすく」と読む。Meguro Interior Shops Community の略。）というコミュニテ
ィが 2007 年の 11 月 6 日に発足し、店舗同士の共同事業を進めている。 
 最後に、本稿の構成は以下の通りである。続く第 2 節では、商業集積と集合行為の関係
性を先行研究の理論を踏まえて整理する。第 3 節では、アンケートとヒアリングの概要を
説明する。第 4 節では、目黒通りにおける集積過程を検討し、多様な店舗が集積した背景














4 渡辺（2000）p.111 を参照。 
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 調査範囲の 66 店舗全てにアンケート調査を依頼した（2008 年 11，12 月）。質問票には
店舗の基本属性及び出店理由を問う 10の質問を用意した。回答した店舗は 57 店舗である。
調査対象の属性は、表 1 の通りである14。系列店の有無と MISC への参加不参加は、（1，
0）の変数に置き換えた。系列店ありは約 60％、MISC への参加は約 60％である。創業年
度は最近であり、常連客の割合が大きいと言えよう。 
 




 ヒアリング調査は、13 人の店舗経営者及び 2 人の雑誌社社員へ行った。調査時期は 2008
                            
14 開業資金に関しては、①～500、②501～1000、③1001～1500、④1501～2000、⑤2001～3000、⑥3001
～4000、⑦4001～の選択質問なので、それぞれ⑦のみ 4000 として、他は中央値に変換した。 
創業年(年) 7.1 1969 2008 55 
系列店 0.6 0.5 0 1 51 
開業資金(万円) 1168.9 964.8 250 4000 37 
従業員数(人) 5.2 5.3 1 20 50 
常連客の割合 
22.1 17.4 1 70 47 一番高価な品 
物の値段(千円) 739.9 1216.6 22.05 8000 47 
MISC へ 




平均 標準偏差 最小 最大 標本数
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年 11 月から 12 月にかけてである。ヒアリング対象者の選定に際しては、年齢、創業年、
従業員数、MISC 加入状況は、偏りが無いように慎重に行った。また、雑誌社では、アシ
ェット婦人画報社の発行するインテリア雑誌、『ELLE DECO』の元編集長 N 氏及び、現
編集員 O 氏へヒアリングを行った。ヒアリング対象者の属性は表 2 の通りである。 
 
表 2 ヒアリング対象者の属性 
仮名 性別 年齢 創業年 従業員数 MISC 備考
A 男 60代 1986 3 参加
B 男 40代 1991 3 参加 MISC顧問
C 男 40代 1996 4 不参加 メーカー社長




E 男 40代 2001 1 不参加 2009年10月移転予定
F 男 30代 2001 4 参加 MISC会長
G 男 40代 2003 1 参加
H 男 40代 2005 1 参加
I 男 50代 2005 2 不参加 2008年12月移転
J 女 60代 2005 3 参加
K 男 40代 2008 1 不参加
L 男 30代 2008 1 不参加
M 男 20代 2008 1 参加
N 男 50代 - - - 2006年まで『ELLE DECO』編集長








 なお、『ELLE DECO』は、2000～2006 年に目黒通りで開催されたイベント、MIST(「み












 目黒通りは JR 目黒駅と交差する様に通っており、東京都港区から品川区、目黒区から
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 調査範囲には、66 店舗のインテリアショップが確認された。内訳は、a ブロックに 38
店、b ブロックに 11 店、c ブロックに 10 店、d ブロックに 7 店である。よって店舗は世
田谷方面より品川方面、世田谷方面へ行く車線側よりも品川方面へ行く車線側に多く集積
している。また、MISC に加入している店舗は 66 店中 38 店であり、内訳は、a ブロック
に 26 店、b ブロックに 8 店、c ブロックに 2 店、d ブロックに 2 店であった。 
アンケート結果によると、支店がある店舗は 30 店、無い店舗は 21 店であり、支店があ
る店舗のうち 15 店はその店舗が本店であり、同数の 15 店が支店である。また、店舗の開
業資金を図 3、従業員数を図 4 でそれぞれ表した。これらから、小規模の店舗が多く集積
しており、自社ビルを持つ大規模な店舗が数軒に止まるという構図がわかる。 
さらに現在ある店舗は、図 5 で示した様に 2008 年に創業した店舗数が一番多く、殆ど
が最近創業した店舗だということがわかる。2000 年以前に創業して現在も続けている店舗
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図 5 店舗数と創業年(N=63) 
図表7　店舗数と創業年(N=63)
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（出所）目黒区 HP 内 平成 15 年度版 環境報告書。 













 図 6 は、2002 年度の交通量集計結果17より導き出した交通の余裕度である。調査地域の
通行台数を、調査範囲(km)と車線数で割ることで、1 日に 1km・1 車線のスペースに何台






図 7 車種別混入率(％) 
図表9　車種別混入率(%)
































                            
15 A 氏、C 氏、F 氏ヒアリングより。 
16 2006 年 6 月 1 日施行の改正道路交通法による違法駐車の取り締まり強化のことである。 
17 目黒区 HP 内『平成 15 年度版 環境報告書』より。 





















 1 次的集積後の集積は、メディアの働きかけによって、2 次的集積の段階に入った。特
筆すべきは、N 氏の影響力である。雑誌『ELLE DECO』の初代編集長の N 氏は、目黒通
りとインテリアを結びつけた張本人と言える。『ELLE DECO』は、「目黒通りがインテリ
ア通りになった」と 1996 年 4 月号で初めて目黒通りを取り上げた。この記事をきっかけ
に、目黒通りに店舗は増え、1996 年頃に 3 店舗だったインテリアショップは、1999 年頃





スで「目黒通り」を検索した結果、1994 年 12 月 1 日号の『DIME』が最も古く、レスト
ラン群が取り上げられている。一方、インテリアショップの初出は、1997 年 4 月号の
『Esquire 日本版』が「新ファニチャーストリート（目黒通り）」として取り上げたもので
ある。 
 図 8 は大宅壮一文庫のデータベースにおいて、「目黒通り インテリア」と検索した結
果であり、掲載された雑誌数の変遷を示している。目黒通りが 2001 年から急速に注目を




                            
19 出店理由の質問（複数回答）においても、「土地の値段が他地域に比べ安いため」と答えたのは 54 店
中 9 店（17％）であった。 
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5.1 共同事業の小休止と新しい試み ―MIST と MISC の比較― 




はさらなる盛り上がりを見せた。しかし、2006 年の第 8 回 MIST を最後に、『ELLE DECO』
は会社の方針により MIST の開催を中止した。現在『ELLE DECO』では、年に 1 回東京
特集を組み、その中で目黒通りを扱っている24。 
 MIST の最初の成否の要因として、第一に共同事業への参加者変化があげられる。最初
は、『ELLE DECO』の編集部を中心に 13 店舗から開始されたが、その後参加店舗が増え、








当時の店舗の殆どが MISC へ加入している現状を鑑みると、MISC も各店舗が個別の利益
を求める傾向は潜在的に孕んでいると言えよう。 










                            
23 メディアと流行に関しては中島（1998）が詳しい。 
24 O 氏ヒアリングより。 
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たりして（O）」と言う回答を得た。 






中心に MISC が発足された。MISC は MIST の共同事業を引き継ぐ形で運営されているが、
メディア主導の MIST がお祭を中心に運営されていたのに対して、多くの地元店舗によっ
て運営される MISC はお祭だけでなく地図づくりなどの常時の共同事業も手がけている。 














                            
25 E 氏ヒアリングより（「当時(2001 年頃)は午前中(10:00～12:00)で 20 万円は売れていたね。今はゼロ
だよ。」） 
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(1) MISC への不参加（フリーライダー1） 













 前述した様に MISC に参加しなければ享受できない利点はある。MISC が作成する地図
に載ることや、イベントでブースを出店することである。しかし、MISC には参加しても、
内部の活動には「不参加」というフリーライダーも存在する。 
 図 10 は、MISC のポータルサイト内のブログ更新率を 31 店補の高いものから並べたも
のである。MISC への参加時期は一定ではないため、12 月 31 日までにブログを更新した
日数を、ブログを最初に投稿した日付から 12 月 31 日までの日数で除した。ブログ更新は
義務ではないが、MISC ポータルサイトの更新率が 0％の店でも、店の HP では頻繁に更
新しているところもある。この更新率から参加にも格差があることが確認できた。 
 また、月に 1 回の定例会には「半数以上が出席したことはない（M）」。1 人で店を経営
                            






MISC へ不参加 (フリーライダー1) 
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同じく I 氏も 2008 年の 12 月に目黒通りを離れるが、その理由を尋ねたところ、「やっぱ
りね、経費を減らしたいんですよ。固定費と人件費ね。これからやっぱり、もっとシビア
 
図 10 ブログ更新率(N=31) 
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にね、考えていかないといけないと思うんです。（I）」と語る。 
 しかし、表現の場として店舗を経営している者もいる。特に、クリエイター出身の者に
多く見られた。その顕著な例が H 氏である。H 氏は、もともとクリエイターの仕事も行っ
ており、店を事務所代わりにも使用している。「今は事務所代を払っていると考えて、長い
目で見てやっています。多分 2000 万近く損していますね。やり始めてから。まだ 2 年半
くらいなんですけど（笑）。（H）」店を出すにあたっても「そういうこと（マーケティング）
はほとんどした覚えがないです（H）」と言う。 





























(2) 1 次集積と 2 次集積 
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業している。例えば 1997 年 5 月号の『Checkmate』では、目黒通り近辺の 10 店が取り
上げられており、そのうち調査範囲の 8 店中 7 店は現在も営業を続けている。加えて、2000
年秋の第 1 回 MIST に参加した 12店のうち、調査範囲の 7店中 6 店が経営を続けている。
これらからも、経営者の意識の高さが窺える。 
 反対に、表現の場として店を経営している者で顕著な例は H 氏である。彼は、前述のよ
うにマーケティングを一切せず、道楽と割り切って店を維持している。また、表 3 は、経
営者の前職と創業年の一覧である。その中でも特徴的なのは網掛けで示した、「デザイナー」
3 人、「絵描き」、「テレビ番組演出（今も）」、広告業、雑誌編集長各 1 人である。これらク
リエイティブな職業キャリアの者は、2000 年以降に目黒通りに店を構えている。商業集積
が 2 次的集積に移行した段階で多様性が拡大した。 
 
表 3 経営者の前職と創業年(N=48) 
職種 創業年 職種 創業年
同業 1969 会社員 2005
雑貨卸会社 1985 会社役員 2005
販売業 1986 家具販売 2005
スポーツ用品企画 1991 家具メーカー 2005
会社員 1994 特注家具屋 2005
靴屋 1995 アパレル 2006
なし(学生) 1996 会社員 2006
販売職 1996 小売業 2006
家具の修理・配送 2000 テレビ番組演出(今も) 2006
デザイナー 2000 同業 2006
金融関係 2001 なし(学生) 2007
デザイナー 2001 アクセサリー卸 2007
なし(学生) 2001 同業 2007
サラリーマン 2002 小売業 2007
ハウスメーカー設計 2002 雑貨メーカー店長 2007
不動産業 2002 同業 2008
同業 2003 英会話スクールの営業 2008
絵描き 2003 外資アパレル 2008
デザイナー 2003 家具営業 2008
同業 2003 警察官 2008
同業 2003 広告業 2008
ITコンサル 2004 工場長 2008
自営(輸入衣料) 2004 雑誌編集長 2008
同業 2004 バイヤー 2008  
 
(3) 集合行為への評価 




                            
28 L 氏、Ｍ氏ヒアリングより。Ｍ氏は次のように期待を語る。「うちがどんなに頑張っても、客足なん
て 10 人も変わらないじゃないですか。でも MISC が盛り上がれば、目黒通りに 100 人増えれば、お客さ
んも各店に増えると思いますし。今とは環境も変わってくると思うので。 (M)」 
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を生む状態に入る。１次集積の後、利益を求めて 2 次的集積が成立したことは、66 店舗中
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